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松木翻久子氏の ~r村J の中のインドーーポストコロニアノレ小説における「インド性j の表象-Jlは、インドに




日1touchable(1935)、TwoLeav，θsand a Bud (1937)、ラジャ・ラオの Kanthapura(1938)などを中心に分析さ
れている。第 3 主主では、R.K.ナラヤンの、 Mulgudi とし、う架空の村を舞台とした作品群がとりあげられ、第 4~設で
は、第2次大戦後のインドとパキスタンの分離を背景に、「引き裂かれた村Jのテーマを、R.羽.ラザーの『半分の村』
(1966)やK シンの '1}ainto Pakistan (1956)などの f地方小説j と呼ばれる作品群を中心に考察している。第
5主主では、K.マルカンダーヤの Nectarin a Sieve (1954)や、アニータ・デサイの TheJ，う刀'agebythθSea (1982) 
などの女性作家の、村における女性たちの生活を対象とし、第6索では、 N.C.チヨードリーの TheAutobiography of 
an unknown Indian (1951)や、v.s.ナイボールの旅行記などの考察から再訪された村へのまなざしを分析し、最
後の第7章で、は社会派作家アノレンダーティ・ロイ『小さきものたちJl(1997)の錯綜した差別と陰謀の物語について
論じている。
時むの概念の図式的なところがある点と、近代化を背景にした理論化の記述の街に多少の暇庇はあるものの、テ
キストの有機的な分析には見るべきところが多い。 1930年代から現代にいたる、比較的長い期間のインドの代表的
な小説を了寧に読み解きながら、 f村Jとしづ概念を軸に、縦横に論じた点を高く評価された。
以上により、本論文は、博士(言語文化学)の学位詰求論文として十分に価値のあるものと考えられる。
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